
子
ど
も
の
人
権
１１０
番
 

父
母
と
教
師
の
学
習
会
 

広報たかはま H20.8.1513

   　
い
じ
め
・
虐
待
な
ど
の
子
ど
も
の

人
権
に
か
か
わ
る
悩
み
ご
と
、
心
配

事
な
ど
の
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。 

　
相
談
内
容
の
秘
密
は
固
く
守
ら
れ

ま
す
の
で
、
ひ
と
り
で
悩
ま
ず
、
気

軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。 

と
き
 

・
9
月
8
日
豺
〜
１２
日
貊
 

　
午
前
8
時
３０
分
〜
午
後
7
時
 

・
9
月
１３
日
貍
・
１４
日
豸
 

　
午
前
１０
時
〜
午
後
5
時
 

相
談
専
用
電
話
（
子
ど
も
の
人
権
１１０

番
） 

　
蕁
0
1
2
1‐００７‐１１０
 

問
合
せ
先
 

　
名
古
屋
法
務
局
人
権
擁
護
部
 

　
蕁
０５２‐９５２‐8
1
1
1
（
内
線
1
 

　
4
7
0
） 

   　
碧
海
教
職
員
組
合
主
催
に
よ
る
講

演
会
を
行
い
ま
す
。 

　
日
ご
ろ
忙
し
く
、
自
分
の
時
間
を

思
う
よ
う
に
と
れ
な
い
方
も
土
曜
日

の
午
後
の
ひ
と
と
き
を
高
校
生
の
華

麗
な
ダ
ン
ス
と
顧
問
の
先
生
の
お
話

で
、
気
分
を
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
さ
せ
ま

し
ょ
う
。 

と
き
　
8
月
３０
日
貍
　
午
後
１
時
３０

分
〜
3
時
３０
分
 

と
こ
ろ
　
パ
テ
ィ
オ
池
鯉
鮒
花
し
ょ

う
ぶ
ホ
ー
ル
 

内
容
　
光
ヶ
丘
女
子
高
等
学
校
ダ
ン

ス
部
の
ダ
ン
ス
披
露
と
顧
問
の
先

生
の
講
演
 

講
師
　
団
野
美
由
紀
先
生
（
光
ヶ
丘

女
子
高
等
学
校
ダ
ン
ス
部
顧
問
） 

入
場
料
　
無
料
 

主
催
　
碧
海
教
職
員
組
合
女
性
部
・

青
年
部
 

後
援
　
高
浜
市
・
知
立
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
連

絡
協
議
会
、
高
浜
市
・
知
立
市
教

育
委
員
会
 

問
合
せ
先
 

　
吉
浜
小
学
校
　
杉
浦
圭
子
 

　
蕁
５３‐0
1
7
4
 

   　
 

  ◆
東
海
地
震
警
戒
宣
言
発
令
時
に
は
、

窓
口
業
務
が
停
止
さ
れ
ま
す
 

　
市
内
の
銀
行
、
信
用
金
庫
、
信
用

組
合
、
農
協
な
ど
の
す
べ
て
の
民
間

金
融
機
関
（
郵
便
局
、
公
的
金
融
機

関
を
除
く
）
で
は
、
9
月
１
日
豺
に

愛
知
県
下
東
海
地
震
防
災
強
化
地
域

内
金
融
機
関
の
一
斉
訓
練
に
合
わ
せ

て
、
原
則
、
午
前
１０
時
３０
分
か
ら
5

分
間
程
度
店
舗
の
主
要
シ
ャ
ッ
タ
ー

の
一
部
を
閉
鎖
す
る
な
ど
の
「
一
斉

防
災
訓
練
」
を
実
施
し
ま
す
。 

　「
警
戒
宣
言
発
令
時
に
は
窓
口
業

務
が
停
止
さ
れ
、
一
部
の
店
舗
内
Ａ

Ｔ
Ｍ
以
外
は
稼
動
し
な
い
」（
警
戒

宣
言
発
令
時
の
取
扱
決
定
事
項
）
こ

と
を
広
く
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
目

的
で
す
。 

　
訓
練
実
施
時
に
は
、
別
の
通
用
口

が
確
保
さ
れ
、
Ａ
Ｔ
Ｍ
を
含
め
業
務

は
平
常
ど
お
り
実
施
さ
れ
ま
す
。
店

舗
に
よ
っ
て
は
、
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
閉

鎖
し
な
い
、
あ
る
い
は
、
半
分
の
み

閉
鎖
さ
れ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。 

　
警
戒
宣
言
時
の
具
体
的
な
対
応
に

つ
い
て
は
、
取
り
引
き
の
金
融
機
関

に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。 

     　
譛
矢
作
川
水
源
基
金
は
、
県
と
矢

作
川
流
域
内
１３
市
町
で
、
き
れ
い
で

豊
か
な
水
と
緑
あ
ふ
れ
る
安
全
な
大

地
づ
く
り
を
願
い
、
昭
和
５３
年
に
設

立
さ
れ
ま
し
た
。 

　
矢
作
川
流
域
に
は
、
長
野
・
岐
阜

県
を
含
め
１５０
万
人
余
の
人
々
が
生
活

し
、
そ
の
水
は
飲
料
水
な
ど
に
使
わ

れ
て
い
ま
す
。 

　
し
か
し
、
矢
作
川
の
水
源
地
域
で

は
、
過
疎
化
・
林
業
の
低
迷
な
ど
課

題
は
山
積
し
て
い
ま
す
。 

そ
の
た
め
、
基
金
は
 

・
緑
豊
か
な
山
林
（
植
林
・
保
育
） 

・
き
れ
い
で
十
分
な
水
の
確
保
（
ダ

ム
建
設
） 

・
災
害
の
な
い
流
域
（
ダ
ム
の
建
設
） 

・
運
命
共
同
体
の
醸
成
（
上
下
流
域

交
流
） 

に
努
め
て
い
ま
す
。 

　
皆
さ
ん
も
基
金
へ
関
心
を
も
ち
、

参
加
（
上
下
流
域
交
流
・
賛
助
会
員
・

寄
付
）
を
お
願
い
し
ま
す
。 

問
合
せ
先
 

　
譛
矢
作
川
水
源
基
金
事
務
局
 

　
蕁
0
5
6
4‐２３‐2
6
4
5
 

              　
終
戦
後
に
外
地
か
ら
引
き
揚
げ
て

き
た
方
が
、
関
税
な
ど
に
預
け
た
通

貨
や
証
券
な
ど
を
お
返
し
し
て
い
ま

す
が
、
今
な
お
引
き
取
り
手
が
な
く
、

保
管
さ
れ
た
ま
ま
に
な
っ
て
い
る
も

の
が
多
数
あ
り
ま
す
。 

　
返
還
請
求
は
、
家
族
の
方
で
も
構

い
ま
せ
ん
。
心
当
た
り
の
あ
る
方
は
、

気
軽
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。 

返
還
し
て
い
る
通
貨
・
証
券
な
ど
 

・
上
陸
地
の
税
関
ま
た
は
海
運
局
に

預
け
た
通
貨
・
証
券
な
ど
 

・
帰
国
前
に
在
外
公
館
や
日
本
人
自

治
会
な
ど
に
預
け
た
通
貨
・
証
券

な
ど
の
う
ち
、
そ
の
後
日
本
に
返

還
さ
れ
た
も
の
 

※
通
貨
は
旧
日
本
銀
行
券
、
旧
日
本

軍
軍
票
な
ど
 

※
証
券
な
ど
は
支
那
事
変
割
引
国
庫

債
権
、
大
東
亜
戦
争
割
引
国
庫
債

券
な
ど
 

問
合
せ
先
　
 

・
名
古
屋
税
関
監
視
部
許
可
通
関
部
 

　
門
 

　
蕁
０５２‐６５４‐4
0
6
0
 

・
名
古
屋
税
関
豊
橋
税
関
支
所
衣
浦

出
張
所
 

　
蕁
0
5
6
9‐２１‐9
0
1
3

9
月
１
日
豺
 

金
融
機
関
一
斉
 

防
災
訓
練
を
実
施
 

矢
作
川
水
源
基
金
に
 

関
心
と
参
加
を
 

通
貨
・
証
券
な
ど
を
 

返
還
し
て
い
ま
す
 

終
戦
当
時
引
揚
者
の
方
か
ら
 

お
預
か
り
し
た
 

たかはま夢・未来塾  スタッフ募集 
　たかはま夢・未来塾では、講座の企画、当日のお手伝い
などで活動を支援してくださるスタッフ（有償ボランティア）
を募集しています。 
　ロボットの他にも、伝統文化や国際交流、ものづくりなど、
楽しい講座を開催しています。詳細はお問い合わせください。 

申込・問合せ先　たかはま夢・未来塾 
電話　050―5204―9689　 
開館時間　月、火、木、金曜日　午前9時～正午 
E-mail : miraijuku@katch.ne.jp

矢作川水系明治用水中井筋 


